
























































































































































































































































































































































北海道⼤学（全点完了） 927 京都⼤学 934
東北⼤学 137 奈良⼥⼦⼤学（全点完了） 1,114
筑波⼤学 174 神⼾⼤学 218
東京⼤学 171 九州⼤学 100
お茶の⽔⼥⼦⼤学（全点完了） 1,085 慶應義塾⼤学 833
名古屋⼤学 269 関⻄⼤学 33
⼤阪⼤学 373
平成27(2015)〜28(2016)年度で13⼤学での撮影を実施し、うち3⼤学では予定全点を撮影完了。
●拠点⼤学での撮影
●拠点⼤学以外でのデジタル化（専⾨機関所蔵資料の収集）
拠点⼤学以外の機関でも、専⾨性の⾼い古典籍を所蔵している学術機関と連携し、分野別収集や
共同研究の進捗に応じた撮影を実施。
（機関例）
・研医会図書館：医学
・味の素⾷の⽂化センター：料理、⾷⽂化
・信州⼤学附属図書館繊維学部図書館：産業（養蚕）
・国⽴天⽂台：理学
・宮内庁書陵部所蔵マイクロフィルムからの画像化：歴史 など
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●拠点⼤学での撮影 ⼿続き
＜撮影費⽤の処理＞
・拠点⼤学から国⽂研へ撮影費⽤の請求
→各撮影業者と国⽂研が直接やりとりするのではなく、
拠点⼤学と国⽂研でやりとりを⾏う
＜撮影の実施＋書誌データ整備＞
・仕様書に沿って、拠点⼤学で撮影を実施
・書誌データの準備（作成、整備）
＜検収・画像の送付＞
・撮影業者から納品された画像データについて、仕様書
どおりの画像となっているか拠点⼤学でチェック
→問題があれば業者と調整、再撮影
・問題がなければ、画像と書誌データを国⽂研へ送付
→現在はHDDの郵送でデータを受け渡し
＜撮影費⽤の処理＞
・拠点⼤学から国⽂研へ撮影費⽤の請求（最終精算）
＜公開作業＞
・国⽂研で、画像と書誌の整備作業
＜撮影対象資料の選定＞
・分野別収集計画に沿って、拠点⼤学で資料を選定
→撮影対象リストの作成
・国⽂研で、撮影対象リストをチェック
→問題があれば再調整 OKならばリスト確定
＜仕様書の作成＞
・拠点⼤学で仕様書を作成
→仕様書に盛り込むべき必須の要件、任意の要件が
決まっており、それに沿って仕様書を作成
ex) TIFFとJPEGの2種類を作成【必須】
撮影場所は館内か館外か 【任意】
・国⽂研で、仕様書の内容をチェック
→問題があれば再調整 OKならば仕様書確定
＜参考⾒積の取得＞
・拠点⼤学で撮影対象リストと仕様書をもとに参考
⾒積を取得
・⾒積結果により、デジタルカメラ撮影か、ブック
スキャナー撮影かを決定
・国⽂研から「撮影決定通知書」を拠点⼤学へ送付
・拠点⼤学で、⼤学の会計規則に沿った契約を実施
公開！
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●拠点⼤学での撮影 仕様書について
●作成する画像
・TIFF形式 1セット 国⽂研での保管⽤
・JPEG形式 2セット 拠点⼤学での活⽤・保管⽤＋国⽂研での公開⽤
●解像度
・デジタルカメラ 2,100万画素相当
・ブックスキャナー 400dpi相当
●資料以外の撮影
・ターゲット：各資料の先頭に挿⼊（資料の基本情報を記したもの）
・スケール：各資料の1カット⽬に挿⼊（メジャー（⽬盛り））
・カラーチャート：ターゲットを除く全コマに挿⼊（⾊の⽐較測定⽤）
＜基本⽅針＞
・各拠点⼤学で、品質にばらつきのある画像が作成されないようにするため、そして
業者発注の範囲が異ならないようにするため、⼀部の項⽬については仕様書を統⼀。
・⼀⽅で、各⼤学の状況に応じた撮影ができるよう任意事項も設けてある。
（ex.撮影場所は館内か館外か／業者に求める資格要件・実績 など）
●発注できる範囲
・撮影、TIFFとJPEGの画像⽣成、画像の検収・納品 まで
（例えば「書誌データ作成」などを仕様書に含めることは不可）
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国⽂研では平成23(2011)年度から古典籍のデジタル化を本格スタート。
(a)所蔵資料の撮影
国⽂研が所蔵する古典籍（写本・刊本）を撮影し公開。
(b)収集したマイクロフィルムからの画像作成
国⽂研が所蔵するマイクロフィルムから画像を作成。
→デジタル公開の許諾が得られたものから画像作成、公開。
(c)拠点⼤学等における画像作成
平成27年から実施
(a)＋(b)＋(c)
平成29(2017)年12⽉時点での画像公開数：7万4,000点
●これまでの画像収集
4.古典籍のデジタル化
【基本⽅針】既存の書誌データがあれば、可能な限り活⽤する。
※既存の書誌データ例
(1)各⼤学でNACSIS-CATあるいは⼤学独⾃のデータベース等に登録済みのもの。
(2)当館の⽇本古典籍総合⽬録データベース等に登録されているもの。
※書誌データが作成されていない場合
(1)画像作成と同時に各拠点⼤学で作成していただく。
(2)冊⼦体⽬録から⼊⼒することで、画像作成と同時に書誌を作成する。
(3)そのほか、ケースバイケースの対応。
【著作(典拠)と書誌のリンクは当センターで実施】
→古典資料において著作コントロールは必須。
この点は変更なく運⽤。
→拠点⼤学から提供される書誌データについて、
著作データと書誌データのリンク作業はセンターで⾏う。
→当館データベースの⼊⼒規則に沿った修正もセンターで実施
●書誌データの作成
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5.さいごに
●本事業について（広報）
●ホームページ
国⽂研HP http://www.nijl.ac.jp/
本事業専⽤ページ http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/
国⽂研 歴史的典籍 検索
●本事業のニューズレター「ふみ」
年2回の発⾏。本事業の最新動向などをお知らせしています。
また、刊⾏と同時にウェブ上でも公開しています
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/newsletter_fumi_new.html
●国⽂研公式Twitter @nijlkokubunken
国⽂研の公式アカウントです。
本事業の最新情報やイベント情報などについても発信しています。
5.さいごに
本事業は、⼤学や専⾨的機関と国⽂研が
共同で⾏うプロジェクトです。
古典籍を所蔵されている機関の皆さま、多くの情報が
詰まっている古典籍のデジタル化、そして公開への
御協⼒をよろしくお願いします。
本件に関する問い合わせ：古典籍データベース係
center_db@nijl.ac.jp
